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背景

•手術を受ける際には、中止が必要となる薬剤

•手術や麻酔管理に重要な影響

•高齢者患者においては、繰り返し確認必要

•患者の薬管理に抱えている課題

•現状事例

研究の背景・目的



目的

•医療従事者と患者の状況に応じて、術前中止薬を管理す

るための効果的なアプリケーションの開発

研究の背景・目的





アプリケーションの機能要件

アプリケーションの機能要件



アプリケーションの設計

•患者登録情報確認画面
•患者氏名、年齢、病名、手術名、手術予定日

•休薬リスト登録（医療従事者）
•データベースへの保存

•インターフェース

•UIデザイン

•開発環境

アプリケーションの機能要件



開発プラットフォーム

• UNITY・クロスプラットフォーム

高品質なモバイルアプリケーションの開発プロセスの効率化

アプリケーションの機能要件



画像認識

• GOOGLE CLOUD VISION API

• MICROSOFT AZURE AI VISION

手書きテキスト/印刷テキスト、画面表示テキストの認識

アプリケーションの機能要件



薬名照合データ管理

• GOOGLE SHEETS

• API統合機能

リアルタイム編集機能

それぞれのアプリケーションプログラミングインターフェース

を用いて接続する機能の利用

アプリケーションの機能要件



データ管理バックエンド

• MICROSOFT AZURE STORAGE

結果データの永続的な保存システム

拡張性のあるストレージサービス

アプリケーションの機能要件



開発プロセス

•スキャン機能の実現

•アップロードと画像認識

•コンテンツのフォーマット

•データ保存

•結果表示

開発プロセス



スキャン機能の実現

•撮影（UNITY NATIVE CAMERA PLUGIN）

•撮影角度と光源調整（NATIVE CAMERA）

•画像分析精度（PREPROCESSIMAGE）

開発プロセス



アプロードと画像認識

• GOOGLE CLOUD VISION APIとMICROSOFT AZURE AI VISIONの並行

使用によるテキストの抽出と分析

日本語の文字認識の実現

開発プロセス



コンテンツのフォーマット

•抽出されたテキスト情報の構造化データへの変換

•特定のパターンの除去

•カタカナの保持

•漢字や数字、句読点、特定の単語や記号の無視

開発プロセス



データ保存

•フォーマットされた内容の送信

• MICROSOFT AZURE STORAGEへ

•暗号化とデータプライバシー保護措置

開発プロセス



結果表示

• GOOGLE SHEETSへの接続

•対応リストの検索

•薬名と休薬期間の表示

開発プロセス



システムの実装

アプリ

起動画面 登録画面 結果表示

開発プロセス



結論
今後の展望

•使用テストの状況

•使いやすさ

•今後の追加機能

•実用化の予想



ご清聴ありがとうございました
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